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秦野市「山の日」プロモーション 

「ハダ恋山恋キャンペーン」の開催について 

 
１ 「山の日」とは 

「山の日」とは、昨年から「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する日」

として、８月１１日に定められた国民の祝日です。 

２ 目的 

秦野市は、丹沢の豊かな自然のもと、森林に育まれる豊富な地下水と清々

しい空気に恵まれ、山の恩恵を受けつつ発展し続けてきました。 

そんな秦野市にとって、「山の日」はまちの魅力を発信する絶好の機会で

あることから、市民総ぐるみで山に対する感謝の気持ちを発信し、秦野市の

魅力を市内外に広く伝えるべく、「山の日」プロモーションを実施するもので

す。 

３ テーマ 

 秦野市「山の日」プロモーション ハダ恋山恋キャンペーン 

「お帰りなさい秦野へ ～丹沢は私たちの宝物～」 

４ コンセプト 

(1) 秦野がふるさとのみなさんへ「お帰りなさい」 

先住の市民に加え、多くの市民が第２の故郷として居を 

構え、発展してきた秦野は、都会の便利さを享受しながら、

いまなお、懐かしい里山の原風景を残しています。 

(2) 秦野を再び訪れるみなさんへ「お帰りなさい」 

登山、スポーツ、レクリエーション等で多くの来訪者が 

訪れる丹沢と首都圏をつなぐ玄関口として発展してきた秦野

は、多くの人の思い出に刻まれています。 

 (3) 秦野を初めて訪れるみなさんをふるさとのように迎える「お帰りなさい」 

訪れる者に故郷への郷愁を抱かせる、そんな秦野のまちの魅力は、秦野

盆地湧水群の名水とその名水をはぐくむ丹沢の山々、そしてそれを維持す

る市民の力です。 

５ のぼり旗の掲示 

  「山の日」を周知し、イベントを実施する秦野に山に来てほしいという願い

を込めたのぼり旗２００枚を小田急４駅周辺ほか公共施設やイベントを実施す

る事業所、店舗等に掲示します。 

記 者 会 見 

２９．６．５ 

資 料 ２ 
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６ イベント予定 

【市主催の主なイベント】 

(1) 秦野名水フェスティバル 

～名水１００選全国第１位に輝いた秦野名水の魅力～ 

 内 容 昨年、環境省が実施した名水百選３０周年記念「名水百選」選抜総選

挙において、おいしさ部門全国第１位に選ばれた「秦野のおいしい水～

丹沢の雫～」。その「秦野名水」がもたらす魅力を実感していただくため、

映画上映、講演会、夏休み自然教室など「秦野名水」にまつわる様々な

催しを開催します。 

開催日 ８月２日（水）  

 会 場 秦野市文化会館（平沢８２番地） 

 

問い合わせ 環境保全課 電話０４６３（８２）９６１８  

  

(2) “そうだ大山に行こう”（郷愁の盆山復活 大山道を行く） 

 内 容 昭和３０年代頃まで続いた、お盆に大山を登り、ご来光を拝む盆山登

山の風習にちなみ、復活した登山です。蓑毛から大山へとヒノキやモミ

の群生林が生み出す清々しい空気を胸いっぱいに吸いながら、初心者で

も楽しめるコースです。 

 開催日 ８月１１日（金祝）  

 

 問い合わせ 森林づくり課 電話０４６３（８２）９６３１ 

 

(3) はだの史・発見展「ようこそ ５０年前の丹沢へ」 

 内 容  昭和４０年代を中心に、当時の観光パンフレットや、そこに使われ

た写真、新聞記事を展示し、丹沢と秦野市の関わりを紹介します。 

 開催期間 ８月１日（火）～８月２７日（日） 

 会 場  桜土手古墳展示館（堀山下３８０－３）  

 

問い合わせ 生涯学習文化振興課 電話０４６３（８７）９５８１ 

 

【市民、企業等によるイベント】 

① 山の日のおもてなしイベント・山への感謝を表すイベント 

市内の店舗、施設、市民団体等に「山」の要素を加えたアイデア満載の独創性

に富んだイベントを募集しています。 
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② ＴＡＮＺＡＷＡ山モリ！フェス２０１７ 

主催者 株式会社 山と渓谷社 

後 援 秦野市、秦野市教育委員会、神奈川県 

内 容 山や自然を学び、遊び、体感できる登山、キャンプ、アウトドアクッ

キングなどの体験を通じて、山に親しみ、山に感謝する機会を提供する

イベントを開催します。  

会 場 県立秦野戸川公園 

 開催日 ８月１１日（金祝）・１２日（土）  

 

問い合わせ 株式会社山と渓谷社 電話０３（６７４４）１９０７ 

     

７ 情報発信 

(1) 「ハダ恋山恋」特設サイトの構築 

スマートフォンから地図情報と連動した登山ルートやハイキングコース、

また、その周辺の店舗やイベントの情報を確認することができる特設サイ

トを構築します。「レアリア イベント」で検索すると容易にサイトを閲覧

でき、本日から８月３１日まで利用可能です。このサイトをＳＮＳと連動

させることで、閲覧者による情報の拡散を喚起します。 

(2) 小田急線車両車内ビジョンの活用 

   ７月中旬から８月中旬にかけて、小田急線の車両に導入されている車内ビ

ジョンに丹沢への誘客を図る動画を放映します。これにより、特設サイトへ

の誘導を図り、沿線からの来訪者の増加を目指します。 

 

８ 問い合わせ  

(1) 「ハダ恋山恋キャンペーン」に関するお問い合わせ 

広報課 電話０４６３（８４）２７９２ 

(2) イベント内容に関するお問い合わせ 

   それぞれのイベント実施者にご連絡ください。 

 

 


